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園庭で一緒に遊びましょう

���� �������	�	����

................................

................................

................................

4
2020
No.651
毎月１回１日発行

広
報

なかよく  みんな  えがおで
あなたと町を結ぶ
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東日本大震災追悼式／捜索
新年度の挨拶
福島水素エネルギー研究フィールドが開所
新型コロナウイルス感染症に注意しましょう
みんなでともに乗り越えよう
法律知識
令和２年度予算のあらまし
保健だより／犬の登録
まちの話題
なみえ創成通信／ももクロ春の一大事2020
情報ぴっくあっぷ
浪江のこころ通信
連絡先一覧／子育て広場

今月の表紙

丁寧な手洗いでウイルス退治
（３月３日  浪江にじいろこども園）

“うがい”と “手洗い”を
しっかりして
元気に過ごそう

うけどん

はーい♪

あだたらちゃん
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昨
年
度
は
ど
の
よ
う
な
年
で
し
た
か

こ
れ
ま
で
蒔
い
て
き
た
復
興
の
種
が

芽
を
出
し
始
め
た
年
で
し
た
。

特
筆
す
べ
き
と
こ
ろ
で
は
、
ス
ー

パ
ー
の
オ
ー
プ
ン
、
複
数
の
誘
致
企
業

の
進
出
決
定
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
3
月
に
開
所
式
を
行
っ
た
世
界
最

大
級
の
水
素
製
造
拠
点
（
福
島
水
素
エ

ネ
ル
ギ
ー
研
究
フ
ィ
ー
ル
ド
）
は
、
町

の
新
し
い
シ
ン
ボ
ル
に
な
る
も
の
と

思
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
請
戸
漁
港
に

は
、
水
産
業
共
同
利
用
施
設
が
完
成
し

ま
し
た
。
水
揚
げ
さ
れ
た
新
鮮
な
魚
介

類
の
出
荷
が
始
ま
れ
ば
、
町
全
体
が
活

気
づ
く
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

道
の
駅
な
み
え
、
木
材
製
品
生
産
拠

点
施
設
も
既
に
着
工
し
て
い
る
の
で
、

今
年
度
も
町
の
復
興
を
象
徴
す
る
よ
う

な
施
設
が
、
次
々
と
完
成
を
迎
え
る
予

定
で
す
。
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今
年
度
は
、
何
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
かこ

れ
ま
で
は
、「
町
の
こ
し
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
復
興
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
一
歩
進
め
て

「
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

町
は
今
、
急
速
な
人
口
減
少
と
少
子

高
齢
化
に
よ
っ
て
、
非
常
に
厳
し
い
財

政
状
況
に
あ
り
ま
す
。
道
路
や
上
下
水

道
を
震
災
前
の
水
準
に
戻
し
、
将
来
に

わ
た
り
維
持
す
る
た
め
に
は
多
く
の
経

費
が
掛
か
り
ま
す
が
、
人
口
が
減
っ
た

か
ら
と
い
っ
て
、
水
道
料
金
を
何
倍
に

も
値
上
げ
す
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

今
後
も
、
国
な
ど
に
財
政
支
援
を
求

め
「
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
」
の
た

め
に
新
た
な
種
を
蒔
い
て
い
き
ま
す
。
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「
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
」
と
は

町
民
が
、
将
来
に
わ
た
り
普
通
の
生

活
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
町
を

つ
く
る
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
財
政
の
健
全
化
を

図
り
、
人
口
を
増
や
し
て
産
業
を
活
性

化
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
当
面
は
、

居
住
人
口
5
千
人
を
目
指
し
、
住
み
よ

い
町
を
つ
く
る
こ
と
を
第
一
の
目
標
と

し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ま
で
と
大
き
く

変
わ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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具
体
的
な
取
組
は

ま
ず
は
、
生
活
環
境
（
医
療
、
介
護

な
ど
）
の
整
備
、
働
く
場
所
・
住
む
場

所
の
確
保
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

医
療
面
で
は
、
町
内
に
診
療
所
と
歯

科
医
院
は
あ
る
も
の
の
、
総
合
病
院
の

整
備
や
専
門
医
の
確
保
は
今
後
の
課
題

で
す
。
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
医
療
体
制

を
整
え
る
た
め
、
引
き
続
き
関
係
各
所

に
働
き
掛
け
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
ま

た
介
護
に
つ
い
て
は
、
既
に
民
間
で
一

部
サ
ー
ビ
ス
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
が
、

町
の
施
設
も
、
今
年
度
か
ら
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
な
み
え
跡
地
に
建
設
が
始
ま

り
ま
す
。

働
く
場
と
し
て
は
、
今
年
度
、
複
数

の
誘
致
企
業
が
操
業
を
開
始
す
る
こ
と

か
ら
、
町
内
に
お
い
て
一
層
の
雇
用
創

出
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
農

林
水
産
業
の
再
生
に
向
け
、
町
内
２
か

所
で
準
備
を
進
め
て
い
る
乾
燥
調
製
貯

蔵
施
設（
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
）

を
は
じ
め
と
し
た
営
農
再
開
支
援
事
業

や
、
泉
田
川
ふ
化
施
設
の
再
開
準
備
、

漁
港
施
設
の
充
実
な
ど
に
も
力
を
入
れ

て
い
き
ま
す
。

住
む
場
所
に
関
し
て
は
、
災
害
公
営

住
宅
の
ほ
か
、
請
戸
住
宅
団
地
の
整
備

を
進
め
て
い
る
も
の
の
、
決
し
て
十
分

と
は
い
え
な
い
こ
と
か
ら
、
ど
の
よ
う

な
支
援
が
最
適
で
あ
る
の
か
、
新
た
な

施
策
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

｜
｜

｜
｜

｜
｜

｜
｜

｜
｜
｜
｜

全
町
の
避
難
解
除
も
大
き
な
課
題
で
は

昨
年
度
、
特
定
復
興
再
生
拠
点
の
除

染
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
外
の

場
所
に
関
し
て
、
い
ま
だ
国
か
ら
明
確

な
方
針
が
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
長
い

歴
史
と
伝
統
文
化
を
持
ち
、
先
祖
か
ら

受
け
継
い
だ
土
地
で
す
か
ら
、
除
染
し

て
元
ど
お
り
に
す
べ
き
で
あ
り
、
経
済

的
な
尺
度
で
語
る
も
の
で
は
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
国
に
対
し
て
、
全
域
の
避

難
指
示
解
除
に
向
け
具
体
的
な
時
間
軸

を
含
め
た
方
向
性
を
示
す
よ
う
、
強
く

要
望
し
て
い
き
ま
す
。

ま

ま

震災から10年目の節目となる令和２年度が始まりました。
これから浪江町がどのように発展していくのか、「これからの
町づくり」について吉田町長に聞きました。２回にわたり掲
載します。

総務課秘書係　　0240（34）0239

吉田町長に聞く
「これからの町づくり」

久

どのような小さな手掛かりでも

復興への強い思いを 震災から10年目の節目を
迎える追悼式
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本
日
こ
こ
に
、
来
賓
お
よ
び
県

内
外
か
ら
遺
族
が
集
い
、
令
和
最

初
の
浪
江
町
東
日
本
大
震
災
追
悼

式
が
挙
行
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
遺

族
を
代
表
し
て
謹
ん
で
追
悼
の
言

葉
を
申
し
上
げ
ま
す
。
先
の
東
日

本
大
震
災
か
ら
、
９
回
目
の
追
悼

式
を
迎
え
ま
し
た
。
２
０
１
１
年

３
月
11
日
、
こ
の
風
光
明
媚
で
穏

や
か
な
浪
江
町
を
、
震
度
６
強
の

大
地
震
に
よ
り
15
メ
ー
ト
ル
を
超

え
る
津
波
が
襲
来
し
、
私
た
ち
の

か
け
が
え
の
な
い
、
大
切
な
家
族

が
大
勢
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。
中

に
は
、
津
波
か
ら
逃
げ
る
た
め
、

道
な
き
道
を
懸
命
に
走
り
な
が

ら
、そ
の
途
中
で
津
波
に
の
ま
れ
、

命
を
落
と
し
た
方
。
あ
る
い
は
、

大
量
の
が
れ
き
に
何
と
か
し
が
み

つ
き
な
が
ら
、
途
中
で
力
尽
き
命

を
落
と
し
た
方
。
そ
し
て
、
家
族

の
手
を
携
え
必
死
に
逃
げ
な
が
ら

も
、
大
津
波
が
そ
の
手
を
切
り
離

し
、
一
方
だ
け
が
津
波
に
の
ま
れ

た
方
。
ま
た
、
地
震
に
よ
り
建
物

が
倒
壊
し
、
そ
の
重
み
で
体
を
圧

迫
さ
れ
、
命
を
落
と
し
た
方
も
お

り
ま
す
。

こ
う
し
て
大
切
な
命
が
一
瞬
に

し
て
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
一
方

で
、
愛
す
る
家
族
が
津
波
に
の
ま

れ
て
い
く
惨
状
を
目
の
当
た
り
に

し
な
が
ら
、
ど
う
す
る
こ
と
も
で

き
ず
に
、
た
だ
見
届
け
、
立
ち
尽

く
す
だ
け
し
か
で
き
な
か
っ
た
家

族
の
無
念
さ
も
決
し
て
忘
れ
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
最
愛
の
家
族

を
失
い
、
絶
望
と
無
力
感
に
さ
い

な
ま
れ
な
が
ら
も
、
亡
く
な
っ
た

家
族
の
分
ま
で
必
死
に
生
き
よ
う

と
、
慣
れ
な
い
避
難
先
で
、
少
し

ず
つ
歩
ん
だ
こ
の
９
年
間
は
と
て

も
つ
ら
く
、
苦
し
い
日
々
の
連
続

で
あ
り
ま
し
た
。
様
々
な
人
た
ち

の
思
い
を
、
私
た
ち
遺
族
は
、
次

の
世
代
へ
し
っ
か
り
と
語
り
継
ぐ

責
務
が
あ
り
ま
す
。
元
号
が
平
成

か
ら
令
和
へ
と
変
わ
っ
て
も
、
震

災
を
経
験
し
た
私
た
ち
遺
族
の
思

い
は
、
い
つ
ま
で
も
変
わ
る
こ
と

は
な
い
で
し
ょ
う
。

結
び
に
、
東
日
本
大
震
災
で
亡

く
な
ら
れ
た
方
の
ご
冥
福
を
心
か

ら
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
参
列

者
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
を
心
か
ら

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
遺
族
代

表
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

３月11日、「如水典礼さくらホール」において、浪江町東日本大震災９周年追悼式を行いまし
た。今回は「新型コロナウイルスに関連した肺炎」の感染拡大防止を考慮し、規模を縮小しての開
催となり、遺族・来賓合わせて18人の列席となりました。式の始めに、参加者全員で黙とうをさ
さげ、犠牲者への冥福を祈りました。
吉田町長は式辞で、昨年は、イオン浪江店のオープンや請戸漁港の水産業共同利用施設完成な

ど、復興に向けた歩みが形となって見えた１年であり、今後も、町の復旧・復興へ歩みを進めてい
く姿を、強く発信し続ける決意を述べました。
続いて、遺族を代表して遺族会会長の叶谷守久久さん（福島市在住）が追悼の言葉を述べました。

遺
族
代
表 

遺
族
会
会
長　

　
　
　

叶
谷　

守
久 

さ
ん

どのような小さな手掛かりでもどのような小さな手掛かりでもどのような小さな手掛かりでも

復興への強い思いを復興への強い思いを復興への強い思いを 震災から10年目の節目を
迎える追悼式
震災から10年目の節目を
迎える追悼式
震災から10年目の節目を
迎える追悼式

め
い
び

東日本大震災から９年となる３月11日、福島県警察
本部主催による行方不明者の捜索が行われました。
今回は、「新型コロナウイルスに関連した肺炎」の
感染拡大防止のため、規模を縮小しての実施でした
が、消防職員を含む61人が棚塩地区の海岸で、行方不
明者の手掛かりを捜索しました。
地震発生時刻の午後２時46分には、参加者が現地で

犠牲者に対し黙とうをささげました。

東日本大震災追悼式
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“浪江産CO2フリー水素”の利活用を目指し

　福島水素エネルギー 

福
島
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
フ
ィ
ー
ル
ド
で
は
、
太
陽
光
発

電
（
20
メ
ガ
ワ
ッ
ト
）
に
よ
る
電
力
で
水
を
電
気
分
解
し
、
水

素
を
製
造
し
ま
す
。

“

浪
江
産
CO2
フ
リ
ー
水
素”

は
、
町
内
で
の
活
用
も
検
討
さ

れ
て
い
て
、
７
月
に
一
部
オ
ー
プ
ン
予
定
の
「
道
の
駅
な
み

え
」
で
は
、
水
素
で
発
電
し
た
電
力
を
供
給
す
る
と
同
時
に
、

発
電
時
に
生
じ
た
余
熱
を
利
用
し
た
温
水
も
供
給
し
ま
す
。
ま

た
、
町
内
の
宿
泊
温
浴
施
設
「
福
島
い
こ
い
の
村
な
み
え
」
に

お
い
て
も
、
水
素
に
よ
る
発
電
を
導
入
し
温
浴
施
設
に
温
水
を

供
給
で
き
な
い
か
、
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
水
素
で
走
る
燃
料
電
池
自
動
車
を
公
用
車
に
導
入
す

る
検
討
を
進
め
る
な
ど
、
町
と
し
て
も
、
水
素
社
会
の
実
現
に

向
け
、
水
素
利
活
用
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

①いよいよ開所！水素社会実現へ　②世界最大級の施設を上空か
ら　③浪江の子供たちが描いた絵が全国各地に　④安倍内閣総理
大臣を中心に、盛大にテープカット　⑤“浪江産CO2フリー水素”
を貯蔵する「水素貯蔵施設」　⑥水素の限りない可能性に日本の明
るい未来を重ねて　⑦町の新たな復興のシンボルに期待を込めた
町長の挨拶　⑧当日は施設見学も実施　⑨水素で走る車「新型ミ
ライ」で安倍内閣総理大臣が登場
※①・②の写真は、東芝エネルギーシステムズ株式会社提供

産業振興課産業創出係　　0240（34）0248

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
史
上
初
め
て
、
聖
火
台
や

聖
火
リ
レ
ー
ト
ー
チ
の
燃
料
に
水
素
が
活
用
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、“

浪
江
産
CO2
フ
リ
ー
水
素”

も
活
用
さ
れ
ま
す
。

“

浪
江
産
CO2
フ
リ
ー
水
素”

を
運
搬
す
る
ト
レ
ー
ラ
ー
に
は
、

浪
江
に
じ
い
ろ
こ
ど
も
園
の
園
児
、
な
み
え
創
成
小
・
中
学
校

の
児
童
・
生
徒
に
よ
っ
て
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
絵
が
描
か
れ
て
い

て
、
会
場
で
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

ト
レ
ー
ラ
ー
の
側
面
に
は
、「
水
素
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

自
由
な
発
想
の
下
、
個
性
豊
か
な
色
使
い
で
描
か
れ
た
絵
が
プ

リ
ン
ト
さ
れ
て
い
ま
す
。

近
い
将
来
、
浪
江
や
東
京
、
さ
ら
に
は
全
国
各
地
を
、
華
や

か
に
彩
ら
れ
た
ト
レ
ー
ラ
ー
が
駆
け
巡
り
ま
す
。

浪
江
の
子
供
た
ち
が
デ
ザ
イ
ン
し
た

ト
レ
ー
ラ
ー
が

“
東
京”

へ
水
素
を
届
け
ま
す

町
内
で
も
水
素
が
活
用
さ
れ
ま
す

②①

⑨

③

��� �������	�	����

研究フィールドが開所

３
月
７
日
、
棚
塩
産
業
団
地
に
お
い
て
、
世
界
最
大
級
の
水
素
製
造
能
力
（
10
メ
ガ
ワ
ッ
ト

級
）
を
有
す
る
「
福
島
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
フ
ィ
ー
ル
ド（
通
称
：
Ｆ
Ｈ
２
Ｒ
）」
の
開
所
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

澄
み
渡
る
青
空
の
下
、
安
倍
内
閣
総
理
大
臣

を
は
じ
め
、
梶
山
経
済
産
業
大
臣
、
田
中
復
興

大
臣
、
内
堀
福
島
県
知
事
、
吉
田
町
長
な
ど
が

出
席
し
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、
開
所
を

祝
い
ま
し
た
。

安
倍
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
は
「
原
発
事
故
で

大
き
な
被
害
を
受
け
た
福
島
か
ら
、
未
来
の
水

素
社
会
に
向
け
た
新
し
い
ペ
ー
ジ
が
今
ま
さ
に

開
か
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
福
島
水
素
エ
ネ
ル

ギ
ー
研
究
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
水
素
社
会
実
現
に

つ
な
が
る
世
界
最
大
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
拠

点
と
な
る
」
と
挨
拶
が
あ
り
、
福
島
水
素
エ
ネ

ル
ギ
ー
研
究
フ
ィ
ー
ル
ド
の
大
き
な
可
能
性
に

期
待
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

④

⑥

⑦

⑧ ⑤

福
島
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
フ
ィ
ー
ル
ド
の

開
所
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

����������	�	����
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新型コロナウイルス
感染症に注意しましょう
新型コロナウイルス
感染症に注意しましょう

新型コロナウイルス感染症とは
ウイルス性の風邪の一種です。発熱やのどの

痛み、咳が長引く（１週間前後）ことが多く、ま
た、強いだるさ（倦怠感）を訴える人が多いこと
が特徴です。感染から発症までの潜伏期間は１
日から12.5日といわれています。
【主な症状】
●風邪の症状や37.5度以上の発熱が４日以上続
いている

●強いだるさ（倦怠感）や息苦しさ（呼吸困難）がある

感染経路は
●感染者のくしゃみや咳、唾などによる“飛沫感
染”
●ウイルスに触れた手で、口や鼻を触ることに
よる“接触感染”

日常生活で気を付けるべきことは
●外出先からの帰宅時や調理の前後、食事の前
などは、小まめにせっけんやアルコール消毒
液などで手を清潔にしましょう。
●咳やくしゃみを手で押さえると、その手で触っ
たものにウイルスが付着し、ドアノブなどを介
して他の人に病気をうつす可能性があります。
咳などの症状がある人は、マスクを着用するな
ど、“咳エチケット”を行いましょう。
●持病がある人や高齢者は、できるだけ人が多
い場所は避けてください。

せき

けんたいかん

ひ まつつば

●発熱など、風邪の症状がある場合は、学校や
会社を休む検討をしてください。また毎日、
体温測定をし、記録してください。

「帰国者・接触者相談センター」に相談を
症状がある場合、まずは「帰国者・接触者相
談センター」に問い合わせてください。
同センターで相談した結果、感染の疑いがあ
る場合は、専門の「帰国者・接触者外来」を紹
介しています。マスクを着用し、公共交通機関
の利用を避けて受診してください。

【帰国者・接触者相談センター（県内）の連絡先】
●受付日時　月曜日～金曜日（祝日を除く）

９時～17時
●県 北 保 健 所 024（534）4108
●県 中 保 健 所 0248（75）7827
●県 南 保 健 所 0248（21）8188
●会 津 保 健 所 0242（29）5203
●南会津保健所 0241（63）0306
●相 双 保 健 所 080（2807）0489
●福島市保健所 024（535）8662
●郡山市保健所 024（924）2163
●いわき市保健所 0246（27）8596

※体調に不安がある場合や、一般的な問合せに
ついては、最寄りの保健所のほか、厚生労働
省電話相談窓口（　（0120）565653）に連絡
してください。

健康保険課健康係 0240（34）0249
（厚生労働省ホームページ参照）
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令和２年４月から、保護者の子供に対する体罰が法律で禁
止されると新聞で読みました。子供が悪いことをしたとき
に、しつけでたたくことも禁止されるのですか。

いつか役に立つ

法 律 識
No.40

日常生活の中で起こる可能性のある様々な事例に対して、
法律に基づいた対応策を紹介します。

知
弁護士　大橋　征平

総務課　主幹
（所属：福島県弁護士会）

令
Q

「児童虐待の防止等に関する法律（以下、「児童虐待防止法」）」において、親権者が児童のしつ
けに際して体罰を加えてならないとの規定が設けられ、令和２年４月１日から施行されました。
　どのようなことが体罰に当たるかについては、厚生労働省が発行したガイドライン「体罰等に
よらない子育てのために」に掲載されています。ガイドラインでは、“どんなに軽いものであっ
ても身体に何らかの苦痛または不快感を引き起こす行為全てが児童虐待防止法の定める体罰に該
当する” としています。口頭で３回注意したが言うことを聞かないので頬をたたいた、他人の物
を盗んだので罰として尻をたたいたことなどが、禁止される体罰の例として挙げられています。
家庭内の体罰を一切禁止することには、異論もあると思います。日本で実施したアンケート

で、６割の人がしつけのための体罰を容認しているとの結果が出たこともあります。しかし、体
罰には様々な弊害があるとされています。厚生労働省の調査によると、体罰を受けた子供は、落
ち着いて話を聞けない、約束を守れない、感情をうまく表せない、集団で行動できないなどの状
態に陥るリスクが高まるとされています。また、暴力や暴言などを受けて育った子供は、脳に傷
ができるとの研究報告もあります。反対に、体罰のメリットを明らかにした研究報告はありませ
ん。ガイドラインでは、体罰によって子供の行動が変わったとしても、それは自発的なものでは
なく、たたかれた恐怖心などによって行動した姿であり、子供の成長の助けとはならないとして
います。
わがままを言う子供を、どのようにしつければいいのかと思うかもしれません。ガイドライン

には、褒めて育てる方法が具体的に紹介されています。また様々な団体が、体罰によらない子育
ての方法を紹介しています。
このように体罰には様々な弊害があるとされており、法律で体罰が禁止された以上、全ての保

護者が体罰によらない子育てを行っていく必要があります。

A

ちょっと待って！
しつけでも
子供をたたくのは
禁止だよ！

人の物を盗んじゃ
いけないだろ！
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 74億972万4千円
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◆ 民生費

◆ 衛生費

◆ 農林水産業費

◆ 商工費

◆ 土木費

◆ 消防費

◆ 教育費

主 な事業

●●避難生活支援事業
●町内外サポートセンター運営事業

●アスレチック施設整備事業
●子ども医療費助成事業
●子育て支援事業

2億9,225万2千円

8,775万1千円
589万9千円
2,125万8千円
2,230万7千円

●保健事業及び予防事業 1億8,724万8千円

●ため池等の放射性物質対策事業

●カントリーエレベーター整備事業

●営農再開支援事業

20億5,559万9千円

73億8,722万2千円
8億3,632万8千円

●事業再開・帰還促進支援事業
●木材製造拠点整備事業
●産業団地整備事業（北・南・棚塩）

●交流・情報発信拠点整備事業

4億7,396万9千円
16億70万円

24億3,366万3千円
20億4,497万円

●道路整備事業
●スマートコミュニティ事業
●請戸住宅団地整備事業

13億1,273万7千円
4億3,518万1千円
6億6,059万6千円

●町内防犯体制強化事業
●防災拠点施設整備事業

7億1,663万5千円
1億2,050万円

●震災遺構整備事業
●学校運営事業
●学習支援事業

3億3,511万7千円
1億8,846万6千円

623万9千円

令和２年度は、次の事業に重点的に取り組んでいきます。

�����������	�	����

　企画財政課財政管財係　　0240（34）0237

令和２年度は、東日本大震災および原発事故から10年
目、浪江町復興計画【第二次】に位置付ける「本格復興
期」の最終年度を迎えます。今年度は、町の交流・情報発
信の拠点となる「道の駅なみえ」のオープンへ向けた準備
や、漁業や農業の１次産業の再生に向けた整備を進めま
す。また、町内での生活再建に向けた補助を継続するほ
か、町民同士の絆を維持する取組も、引き続き重要事業と
して継続していきます。これらの結果、昨年度の予算を下
回ったものの、引き続き大規模な予算となりました。

令和２年度

予算の
あらまし

歳入歳出

 340億9,300万円

消防費
12億5,504万円
前年度比　△22.8%

その他
28億9,638万6千円
前年度比　53.4%

地方交付税
51億9,590万7千円
前年度比　△16.7%

県支出金
83億8,174万3千円
前年度比　81.3%

町債
3億1,975万3千円
前年度比　40.9%

土木費
45億4,082万4千円
前年度比　△6.9%

公債費
3億3,265万4千円
前年度比　△20.5%

商工費
71億5,487万3千円
前年度比　△31.4%

民生費
25億1,814万7千円
前年度比　△0.1%

総務費
36億2,825万8千円
前年度比　△63.7%

農林水産業費
117億6,681万8千円
前年度比　50.5%

その他
4億508万2千円
前年度比　5.7%

依存財源

町税
8億5,009万9千円
前年度比　41.8%

その他
9億343万7千円
前年度比　40.5%

繰入金
133億2,690万7千円
前年度比　△23.4%

自主財源

自主財源 その他の内訳
諸　収　入
繰　越　金
使用料及び手数料・分担金及び
負担金
財産収入・寄附金

241万7千円
2,719万4千円
1億174万9千円

2億7,372万2千円

依存財源 その他の内訳
地方特例交付金
その他の交付金
地方譲与税
地方消費税交付金

5億9,080万8千円
2億円

5,895万円

5,367万9千円

1億1,767万4千円
3億7,580万3千円
12億7,185万3千円
8億3,243万2千円
1億9,862万3千円

1千円
1億円

その他の内訳
議会費
労働費
衛生費
教育費
災害復旧費
諸支出金
予備費

一 般会計

国庫支出金
47億1,007万2千円
前年度比　△50.3%

10.6％10.6％10.6％

7.4％7.4％7.4％

34.6％34.6％34.6％

21.0％21.0％21.0％

13.3％13.3％13.3％

1.0％1.0％1.0％3.7％3.7％3.7％

8.4％8.4％8.4％

2.5％2.5％2.5％

39.2％39.2％39.2％

15.2％15.2％15.2％

24.6％24.6％24.6％

13.8％13.8％13.8％

0.9％0.9％0.9％

2.7％2.7％2.7％

1.1％1.1％1.1％
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犬
の
登
録
と
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病
予
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0240（34）0249
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たばこと健康
（第１回）

健康知恵袋

うけどんの

たばこの煙には
「タール」と「ニコ
チン」が含まれて
います。
多くの発がん物質を含むター
ル（ヤニ）を吸い込むと、人の
細胞に吸着し、歯は黄ばみ、肺
を黒くします。黒くなった肺
は、機能が低下するため、呼吸
が苦しくなります。
また、ニコチンには強い依存
性があり、不足するとイライラ
し、脳が欲しがるため、喫煙を
繰り返します。さらにニコチン
が交感神経系を刺激すること
で、血管が細くなり、血圧が高
くなる原因にもなります。

適正飲酒の
５か条

４回
シリーズ
だよ

��������
���������
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《公演に関する問合せ》　　H.I.P　　03（3475）9999（平日10時～18時）

「ももクロ春の一大事2020 ～笑顔のチカラ
つなげるオモイ in 楢葉・広野・浪江 三町合同
大会～」が開催されます。ももいろクローバー
Ｚの三大ライブの一つが東北地方に初上陸。
“笑顔のチカラつなげるオモイ”をテーマに、平
成29年から行われてきた“春の一大事”。今回
は、初めて３町合同で開催します。
なお、「新型コロナウイルスに関連した肺炎」

の感染拡大防止のため、開催日時などが変更と
なる場合があります。

　　　　　　　　　　ナショナルトレーニングセンター
　　　　　　　　Ｊヴィレッジ（楢葉町）
４月18日（土）
　　開場14時／開演15時30分／（18時30分終演予定）
４月19日（日）
　　開場13時／開演14時30分／（17時30分終演予定）

※観覧にはチケットが必要です。
※チケットの申込方法など、詳しくは「ももクロ春の一大事
2020特設サイト」で最新情報を確認してください。
　 https://www.momoclo.net/haruichidaiji2020/

会 場

◆◆特色ある教育活動を◆ 地域の未来を担う子供たちは、日々、様々な経験を経て成長しています。地域の未来を担う子供たちは、日々、様々な経験を経て成長してい

なみえ創成小学校・中学校の今を伝える

なみえ創成通信
学校の基本理念　子どもたちの生きる力と夢を育み、地域の未来を切り拓く学校

なみえ創成なみえ創成小学校・中学校ブログ 検索

なみえ創成小学校　　0240（23）5335　　なみえ創成中学校　　0240（23）5336

小学生雪遊び体験教室
２月10日（月）

東京工業大学の先生と学生の皆さんを講
師に迎え、ドローンを使ったプログラミン
グ学習を行いました。
試行錯誤を重ねた結果、思い通りにド

ローンを操作できた子供たちは、それぞれ
達成感を得ていたようでした。

みやぎ蔵王白石スキー場
（宮城県）で、子供たちはス
キーとそりに分かれて遊び
ました。澄み切った青空と
一面に広がる銀世界に、大
いに盛り上がりました。ス
キーの上達も早く、午後に
は、リフトに乗って何度も
滑り降りてくることができ
るまでに。子供たちにとっ
て、思い出に残る、楽しい
１日になったようです。

プログラミング学習
２月14日（金）

日頃の練習の成果がここに　　　

町長が神長倉さん（右から２人目）を激励 激戦を勝ち抜いた参加者が賞状を手に

「はーい。分かった。」

色とりどりの作品の数々

手作りのかわいいひな人形と一緒に

���� �������	�	����

◆

皆さんの身の回りにある楽しい話題、
いっぷう変わった話題などの情報を募集しています。

　企画財政課情報統計係
0240（34）0241　　

３月３日、浪江にじいろこども園において、ひな
祭り会が行われました。
園児たちは、先生から、ひな祭りの由来を聞いた

後、それぞれの年齢ごとに作成したひな人形をお披露
目。その後、カラフルでかわいらしいひな人形を手に
記念撮影も。最後は、みんなでひなあられを食べなが
ら、健やかな成長を願いました。

日頃の練習の成果がここに　　　

町長が神長倉さん（右から２人目）を激励町長が神長倉さん（右から２人目）を激励町長が神長倉さん（右から２人目）を激励

３月９日、町役場において、神長倉悠太さん（室原出身）が
自衛隊入隊の報告を行いました。神長倉さんは、陸上自衛
隊第119教育大隊に一般曹候補生として４月から着任予定
です。

激戦を勝ち抜いた参加者が賞状を手に激戦を勝ち抜いた参加者が賞状を手に激戦を勝ち抜いた参加者が賞状を手に

２月15日・16日、町長杯ソフトテニスインドア選手権大会
が、浪江町地域スポーツセンターで開催されました。試合で
は、ペアならではの息の合ったプレーが繰り広げられまし
た。結果は次のとおりです。（敬称略）

《シニアの部（１部）》
☆優勝　大内・鈴木ペア（旭STC・いわきクラブ）
《シニアの部（２部）》
☆優勝　星・松浦ペア（浪江クラブ）
《一般の部》
☆優勝　関根・高橋ペア（阿武隈STC郡山）

「はーい。分かった。」「はーい。分かった。」「はーい。分かった。」

色とりどりの作品の数々色とりどりの作品の数々色とりどりの作品の数々

手作りのかわいいひな人形と一緒に手作りのかわいいひな人形と一緒に手作りのかわいいひな人形と一緒に

�����������	�	����



���� �������	�	����

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
��

�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�

�

�
�
�
�
��

��
�
�
�

��

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


��


�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�

�

�
�
�
���

�
�
�
�
�

��

�

�
�
�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
���

�
�
�
�
�

��

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�

�

��

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�

�

�
�
�
���

�
�
�
�
�

��

�
�
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
	
�

�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
	
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

�
�
��

�
�
�
�

�
�
��

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
��

�
�
�
	


�
�

��

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�


�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
��
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�

��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
��

��
��

���

�

��

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�

�

�
�
�
�
��

��
�
�
�

��

��������	
�

�

�����������	�	����

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

��
�
�
�
�
�
�
	
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
��

�
�
�
�

��

�
��
�
�
�
�
	


�
�


�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


	
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�

�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
��

�
�
�

��

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
��

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

��
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�

�

��

�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
���

�
�
�
�
�

��

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

��
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
	
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�

�
�
�
���

�
�
�
�
�

��

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�
��

�
�
�
�
�
�

��

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	




�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
	
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�
�
�
�
��

��
�
�
�

��

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�

��
��

�
�
�
��

�
�
�
�
�
�

���

�
�
�
��

�
�
�
�
�
�
�

���

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�

問合せ
申込み
電　話
ファクス
メールアドレス
ホームページアドレス
フリーダイヤル

問

e
FAX

URL

TEL
申

＋ 仮設津島診療所のお医者さん

仮設津島診療所 0243（24）1431
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＋ 浪江診療所 のお医者さん

浪江診療所 0240（23）6173
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������������	
���

����������������������

������������������������
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�����������

●

●

12月４日 土のう製造スタンド 100基

「新型コロナウイルスに関連した肺炎」の感染者が
国内でも確認され、政府などにより、感染拡大防止に
向けて様々な措置がとられている状況です。
そのため、掲載している各種募集記事やイベント内
容などが変更されている場合があります。最新情報に
ついては、各記事の問合せ先への事前の確認をお願い
します。

広報の掲載内容についてのお願い

�
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最近、タブレットの故障に関する問
合せが増えています。
今月号に同封の「故障“かもしれない”
時の確認方法」「タブレット故障時の
修理依頼方法」では、対応策を紹介し
ています。ご確認ください。

企画財政課情報統計係 0240（34）0241

「浪江タブレット特別料金プラン」を利用中の皆さんへ

なみえタブレット 通信

「浪江タブレット特別料金プラン」は、当初の予定どおり、令和３年３月31日（水）をもって終了とな
ります。なお、令和３年３月31日（水）までは、これまでと同じようにタブレットを使うことができます。
※「浪江タブレット特別料金プラン」の申込みは終了しています。

「Wi－Fi」があれば、“タブレット”や“なみえ新聞”を利用できます！
「浪江タブレット特別料金プラン」を利用していない人も、自宅に「Wi－Fi（ワイファイ）」があれば、
タブレットでなみえ新聞やつながっぺ、マップやLINE（ライン）などが利用できます。
Wi－Fiを使うときは、タブレットにWi－Fiの機種名（SSID）とパスワードを設定する必要があります。
設定する前に、自宅のインターネット契約条件を確認しましょう。
※Wi－Fiを自宅で利用するためには、別途、インターネット契約が必要です。

① 設定　　の画面を表示し、扇マーク（Wi－Fi）　　を“ON”にします。

② Wi－Fi　　を開くと、設定できる機種名（SSID）が表示されるので、
自宅のWi－Fiの機種名（SSID）と同じものを選びます。
※表示された名称の全てに接続できるわけでは
ありません。

③ パスワードを入力し、「接続」を押します。
④ 画面右上の４Ｇマーク が
扇マーク に変わっていれば、
設定完了です。

「なみえアプリ」も引き続き利用できます。
※なみえアプリとは…「なみえ新聞」「なみえ写真投稿」「つながっぺ」「新聞たまってますよ」のことです。

●特別料金プランを利用している人
浪江町タブレットサポートセンター
0800（919）3287（平日９時～17時15分）

●特別料金プランを利用していない人
浪江町役場企画財政課情報統計係
0240（34）0241（平日８時30分～17時15分）

タブレットの寿命は約 3年です
【タブレットに関する問合せ】

③ Wi－Fi のパスワードを入力

Wi－Fi 設定方法

④
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消防署からのお知らせ

《コンセント》
長い間使っていない家電製品のコンセ
ントやプラグを差したままにしない

《ガスコンロ》
火をつけたまま、ガスコンロの
そばから離れない

《暖房器具》
発熱しやすい部分に、ほこりや汚れをためない

《放　　火》家の周りに燃えやすいものを置かない
《た ば こ》たばこの消し忘れがないか確認する

春は空気が乾燥し、風が強い季節です。乾燥で火
がつきやすく、さらに強風で燃え広がりやすくなる
ため、火災が発生しやすくなります。５つのポイン
トを確認し、火の用心を心掛けましょう。

火事と救急は119番
浪江消防署 0240（34）4111
富岡消防署 0240（22）2119

消防署《連絡先》

家族と住まいを守る５つのポイント
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健康保険課放射線対策係　　0240（34）0261

放射線相談員だより放射線相談員だより
～食べ物には自然の放射性物質が含まれているの？～

浪江町役場本庁舎に放射線相談員が常駐しています。今回は食品に含まれる自然の
放射性物質についてお話しします。

普段食べている食べ物には、
自然の放射性物質が含まれて
いるって本当ですか？

どうやって「カリウム
40」は食べ物に含ま
れるの？

本当です。例えば「カリウム40」という自然の
放射性物質がありますが、米１キログラム当たり
30ベクレル程度含まれています。

カリウムは生き物にとって必要な栄養素で、自然に
存在するもののうち0.0117％が放射線を出す「カリ
ウム40」です。植物は成長するための栄養素として
土からカリウムを吸収しますが、その中に「カリウ
ム40」が含まれているため、食べ物に吸収されるこ
とになります。
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●岡山県赤磐市 浪江町応援団 様

寄附金

※令和元年11月に開催された「あかいわ祭り」で販売し
た、「なみえ焼そば」の売上金を寄附いただきました。

12月４日　土のう製造スタンド 100基
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再取材シリーズ

取材者：ＮＰＯ法人ちば市民活動・市民事業サポートクラブ　鍋嶋
取材日：１月24日

空気が違う、ほっとする場所

俊
惠
さ
ん　

４
年
前
の
春
、
定
年
退

職
を
機
に
一
人
で
い
わ
き
市
小
名
浜

に
住
み
、「
有
害
鳥
獣
捕
獲
隊
」
の

メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
浪
江
町
の
イ
ノ

シ
シ
駆
除
の
仕
事
を
始
め
ま
し
た
。

最
初
の
頃
は
、
河
原
に
50
頭
を
超
え

る
イ
ノ
シ
シ
が
群
れ
を
成
し
て
い
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
人
間
を
見
て

も
逃
げ
ず
、
銃
で
追
い
払
う
の
が
精

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
今
は
、
随
分
数

が
減
っ
て
き
て
い
る
け
れ
ど
、
そ
れ

で
も
年
間
５
５
０
頭
く
ら
い
は
殺
処

分
し
ま
す
。
中
に
は
、
１
０
０
キ
ロ

グ
ラ
ム
を
超
え
る
大
物
も
い
ま
す
。

町
の
あ
ち
こ
ち
に
わ
な
を
仕
掛
け
て

あ
り
、
仲
間
と
一
緒
に
火
曜
日
と
木

曜
日
に
わ
な
を
見
て
回
り
、
わ
な
に

か
か
っ
た
イ
ノ
シ
シ
を
殺
処
分
し
た

後
、
富
岡
町
の
処

分
場
に
運
ん
で
い

ま
す
。

震
災
前
の
我
が

家
に
は
、
猟
期
に

な
る
と
、
大
勢
の

仲
間
が
集
ま
っ
て

き
ま
し
た
。
20
人

を
超
え
る
人
で
に

ぎ
わ
い
、
寝
食
を

共
に
し
、
子
供
た

ち
も
一
緒
に
な
っ

て
、
さ
な
が
ら
大

家
族
の
よ
う
で
し

た
。
父
母
の
代
か

ら
の
た
く
さ
ん
の

思
い
出
の
残
る
家
で
し
た
が
、
８
年

前
に
取
り
壊
し
ま
し
た
。
人
が
住
ま

な
く
な
る
と
、
途
端
に
家
は
荒
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
布
団
や
ら
何
や
ら
た

く
さ
ん
あ
っ
た
家
財
道
具
も
ほ
と
ん

ど
処
分
し
ま
し
た
。
寂
し
い
で
す

が
、
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
。

裕
子
さ
ん　

２
年
前
に
山
梨
県
の
病

院
で
、
緑
内
障
で
失
明
直
前
だ
っ
た

目
を
手
術
し
ま
し
た
。
手
術
し
て
も

見
え
る
よ
う
に
な
る
も
の
で
は
な

く
、
半
年
後
に
は
ほ
と
ん
ど
失
明
状

態
に
な
り
ま
し
た
。
近
く
に
い
る
人

で
も
、
顔
の
輪
郭
は
分
か
っ
て
も
、

表
情
は
読
み
取
れ
ま
せ
ん
し
、
テ
レ

ビ
の
画
面
も
ほ
と
ん
ど
見
え
ま
せ

ん
。
で
も
、
大
好
き
な
庭
仕
事
や
食

事
の
支
度
は
で
き
る
だ
け
す
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
震
災
前
の
庭
に

は
、
竹
林
が
あ
り
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ

が
た
く
さ
ん
植
え
て
あ
り
ま
し
た
。

木
々
は
全
部
切
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
震
災
後
に
植
え
た
柿
の
木
に
、

去
年
の
秋
に
は
１
０
０
個
も
の
実
が

つ
き
ま
し
た
。
弘
前
大
学
の
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
で
も
、
食
べ
て
も

全
く
問
題
な
い
と
の
結
果
で
、
安
心

し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、
庭
に
は
季

節
ご
と
の
花
を
植
え
、
野
菜
も
作
っ

て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

料
理
も
で
き
る
だ
け
す
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
天
ぷ
ら
も
好
き
で

作
る
ん
で
す
け
ど
、
イ
モ
の
厚
さ
は

ど
う
し
て
も
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
料
理
を
す
る
と
き
は
、

夫
が
そ
ば
に
い
て
手
伝
っ
て
く
れ
ま

す
。
一
人
で
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
二

人
で
や
れ
ば
何
と
か
な
る
も
の
で
す

ね
。
洗
濯
や
掃
除
は
、
夫
の
担
当
で

す
。
苦
に
せ
ず
や
っ
て
く
れ
ま
す
。

俊
惠
さ
ん　

震
災
前
後
、
妻
は
、
弟

や
母
の
世
話
を
よ
く
し
て
く
れ
ま
し

た
。
本
当
に
あ
り
が
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
目
が
不
自
由
に
な
り
つ
ら

い
こ
と
も
多
い
と
思
う
け
れ
ど
、
夫

婦
で
力
を
合
わ
せ
て
浪
江
で
暮
ら
し

て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
震
災
前

に
、
親
し
く
行
き
来
し
て
い
た
ご
近

所
さ
ん
も
少
し
ず
つ
戻
っ
て
来
て
い

ま
す
。
皆
、
70
歳
代
前
後
で
、
10
年

先
は
ど
う
な
る
か
分
か
ら
な
い
と

い
っ
た
不
安
は
あ
り
ま
す
が
、
少
し

ず
つ
で
も
町
に
戻
っ
て
く
る
人
が
増

え
、
震
災
前
の
暮
ら
し
に
近
づ
け
た

ら
と
思
い
ま
す
。

▲仲むつまじく浪江での生活を楽しむ森野さんご夫婦

▲庭仕事が大好きな裕子さん。取材日も
花がきれいに咲いていました。

森野　俊惠さん・裕子さん（川添）

平成30年11月に避難先の山梨県から、新築した浪江
町の自宅に戻った森野さんご夫婦。娘さん家族の家や、
裕子さんのかかりつけの病院がある山梨県と往復する暮
らしとのこと。不便さはあっても、浪江は空気が違う、
ほっとすると笑顔で話してくださいました。

福島県

���� �������	�	������������	
��
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これまで取材を受けていただいた皆さん
に、再度の取材を行うコーナーです。
３・11から９年以上が経過した今、感じ
ていること、伝えたいこと、そして最初の取
材以降の気持ちの変化やふるさとへの思いな
ど、皆さんの声をお届けします。

再取材シリーズ

平成23年３月11日に発生した東日本大震災、そし
て福島第一原子力発電所の事故により、町内全域に出
されていた避難指示は、平成29年３月31日に「帰還
困難区域」を除き解除されましたが、多くの浪江町民
は福島県内外に分散して避難生活を続けています。町
を取り巻く状況が徐々に変化する中で、町民の皆さん
がどのような思いで生活し、ふるさとへの思いを抱い
ているのか。
“浪江のこころプロジェクト” は、町民の皆さんの

声を「浪江のこころ通信（※1）」を通してお届けし、
皆さんの思いや暮らしぶりを発信・共有しようとする
ものです。
一般社団法人東北圏地域づくりコンソーシアム

（※2）が中心となり、全国各地のＮＰＯ、大学などの
皆さんが取材を進め、浪江町と連携し「浪江のこころ
通信」を編集・発行しています。

※１　浪江のこころ通信は、町民の皆さんがお話しした「ここ
ろ」を伝えることを大切にするため、取材者が聞き取っ
てまとめた原稿をほぼ原文のままで掲載しています。

※２　一般社団法人東北圏地域づくりコンソーシアムは、大
学、ＮＰＯ、企業、経済団体、行政などが連携したコ
ミュニティ支援ネットワーク。仙台が本拠地。

● 第106号 ●

「浪江のこころ通信／第106号」への
感想をお寄せください。

　【連絡先】〒979－1592 
　　　　　 浪江町大字幾世橋字六反田7番地2

　　「浪江のこころ通信」宛て
　　　　　　　　　 FAX0240（34）4593
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編集・発行　福島県浪江町役場企画財政課広報 №651

町では、未就学児とその保護者を対象に、子育てサロン「ぽかぽかテラス」を
開催しています。
昨年度は、親子で一緒に楽しめる「親子リフレッシュ体操」「藍染め体験」「ハ

ンドクリーム作りとハンドマッサージ」や「栄養士の食育講話」をはじめ、子育
てのヒントや疲れを癒やす企画を実施し、多くの皆さんの
参加がありました。

今年度も全７回（５月20日（水）、６月17日（水）、７月15日（水）、８月19日（水）、９
月16日（水）、10月14日（水）、11月18日（水））の開催を予定しています。町の保育教諭
と一緒に手遊びや触れ合い遊びをしたり、保護者同士の交流を図る場を設けたりする
など、皆さんが楽しめる企画を考えています。ぜひ気軽に遊びに来てください。たく
さんの参加をお待ちしています。

　浪江にじいろこども園　　 0240（25）8619

●
●

子育てサロン
「ぽかぽかテラス」のご案内

５月から、毎週水曜日（９時30分～11時）に園庭を開放
（天候の悪い日は中止）します。
通園している子供たちや保育教諭と一緒に、固定遊具、乗

り物、ボール遊びや砂遊びなど、伸び伸び体を動かして遊び
ませんか。

園庭で一緒に遊びましょう園庭で一緒に遊びましょう園庭で一緒に遊びましょう
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